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西
暦
一
三
四
八
年
。
そ
の
前
後
を
含
め
て
こ
の
年
号
は
、
世
界
史

に
お
け
る
転
換
点
、
す
な
わ
ち
ペ
ス
ト
大
流
行
の
年
と
し
て
記
憶
さ

れ
て
い
る
。
一
四
世
紀
半
ば
の
汎
流
行
は
、
ヴ
ォ
ル
ガ
川
流
域
に
端

を
発
し
、
ジ
ョ
チ
・
ウ
ル
ス
軍
の
ク
リ
ミ
ア
半
島
カ
ッ
フ
ァ
攻
囲
を

機
に
同
港
に
伝
播
し
た
。
以
後
は
地
中
海
商
業
を
担
う
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
船
と
港
を
経
由
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
、
ビ
ザ
ン
ツ
、

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
ま
っ
た
。
一
日
平
均
四
〇
キ
ロ
の
速
さ
で
広
が

る
ペ
ス
ト
菌
は
、
環
地
中
海
世
界
の
主
要
港
に
辿
り
着
き
、
そ
こ
か

ら
今
度
は
河
川
交
通
を
介
し
て
、
内
陸
へ
と
進
ん
だ
。

　

ペ
ス
ト
流
行
は
多
く
の
人
口
を
奪
っ
た
が
、
感
染
に
よ
る
病
死
だ

け
が
そ
の
原
因
で
は
な
い
。
中
東
で
は
、
寒
冷
化
や
湿
潤
化
と
い
っ

た
気
候
不
順
、
降こ
う
が
い雹
な
ど
の
小
災
害
の
頻
発
、
乾
燥
化
を
原
因
と
す

る
蝗こ
う
ひ
ょ
う害、
地
震
や
津
波
、
洪
水
や
河
川
の
氾
濫
な
ど
の
水
害
が
複
合

す
る
こ
と
で
、
人
々
は
生
存
の
危
機
に
瀕
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も

こ
の
時
期
、
寒
冷
化
を
背
景
と
す
る
農
業
危
機
が
広
が
り
、
飢
饉
、

農
民
逃
散
、
畑
や
村
落
の
放
棄
と
い
っ
た
現
象
が
見
ら
れ
た
。
流
民

と
化
し
た
農
民
は
近
隣
の
都
市
に
貧
民
と
し
て
吸
収
さ
れ
る
か
、
一

揆
の
暴
徒
と
化
し
た
。

　

複
合
す
る
災
害
が
も
た
ら
す
危
機
を
、
ペ
ス
ト
禍
が
及
ば
な
か
っ

た
元
朝
も
経
験
し
て
い
た
。
一
三
四
四
年
、
黄
河
下
流
域
で
は
大
規

模
な
洪
水
が
発
生
し
た
。
大
雨
は
続
き
、
流
域
に
相
次
い
で
水
害
を

も
た
ら
し
、
加
え
て
地
震
ま
で
も
が
地
域
を
襲
う
。
複
合
す
る
災
害

は
地
域
の
農
作
物
を
直
撃
し
、
村
や
町
は
重
篤
な
飢
饉
に
見
舞
わ
れ

た
。
地
獄
絵
図
の
ご
と
き
そ
の
有
様
を
、
ト
ル
コ
系
遊
牧
集
団
カ
ル

ル
ク
出
身
の
ナ
セ
ン
が
歌
う
。

市
中
で
は
一
斗
の
粟
は
一
〇
貫
の
値
を
つ
け
／
飢
え
た
人
々
は

野
草
を
煮
て
朝あ
さ
げ餉
と
す
る
／
木
の
皮
は
剥
ぎ
取
ら
れ
草
の
根
は

か
じ
り
尽
く
さ
れ
／
妻
と
子
は
見
つ
め
合
っ
て
悲
し
み
に
暮
れ

る 
（「
頴
州
老
翁
の
歌
」
井
黒
忍
訳
、『
１
３
４
８
年
』
一
九
七
頁
）

　

こ
う
し
た
生
存
危
機
に
、
人
々
は
た
だ
戸
惑
い
、
悲
嘆
に
く
れ
、

無
力
で
い
た
訳
で
は
な
い
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
や
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
な

ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
学
部
は
ペ
ス
ト
対
策
を
示
し
、パ
リ
大
学
が『
ペ

ス
ト
意
見
書
』
に
取
り
ま
と
め
て
、
各
地
の
行
政
府
に
送
付
し
た
。

そ
の
旗
振
り
役
を
務
め
た
の
は
ロ
ー
マ
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
六
世
で

あ
っ
た
し
、
そ
の
教
え
子
、
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
で
あ
っ
た
。
中
東
で

も
君
主
と
医
師
が
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
、
元
朝
で
は
徴
税
免
除

や
米
粟
支
給
が
実
施
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た

御
使
な
ど
の
役
人
が
自
ら
の
眼
で
地
方
の
実
情
を
見
分
し
、
窮
状
か

ら
の
立
て
直
し
策
を
立
案
し
て
国
に
上
申
し
て
い
た
。

　

一
方
で
一
三
四
八
年
に
は
、全
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
覇
権
を
敷
き
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
東
ア
ジ
ア
を
繋
い
で
い
た
モ
ン
ゴ
ル
人
の
超
広
域
帝
国
が
、

宗
主
国
で
あ
る
元
朝
と
イ
ル
・
ハ
ン
国
、チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ハ
ン
国
、ジ
ョ

チ
・
ハ
ン
国
の
三
ハ
ン
国
に
分
裂
し
て
い
た
。
ゆ
え
に
「
衰
退
期
」

と
評
さ
れ
る
が
、
モ
ン
ゴ
ル
は
そ
の
統
合
過
程
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
元
来
、
分
裂
し
や
す
い
国
家
構
造
を
そ
の
本
質
と
し
て
い
た
。

こ
の
分
裂
か
ら
テ
ィ
ム
ー
ル
、
ム
ガ
ー
ル
、
オ
ス
マ
ン
朝
が
出
現
す

る
過
程
は
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
血
統
原
理
を
引
き
継
ぐ
、
ユ
ー
ラ

シ
ア
政
治
秩
序
の
再
編
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

同
じ
こ
と
は
、
一
三
四
八
年
の
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
も
当
て
は
ま

る
。
一
四
世
紀
に
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
温
暖
で
適
度
に
湿
潤
な
好
気

候
に
立
脚
し
た
ア
ン
コ
ー
ル
朝
な
ど
の
旧
来
型
国
家
が
解
体
し
、
寒

冷
で
乾
湿
の
不
順
な
小
氷
期
に
耐
性
を
持
つ
新
興
国
家
が
勃
興
し
た
。

国
単
位
で
は
崩
壊
や
滅
亡
で
あ
る
が
、
地
域
全
体
で
見
る
な
ら
ば
、

新
た
な
気
候
条
件
へ
の
適
応
の
プ
ロ
セ
ス
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

こ
の
よ
う
に
世
界
を
見
渡
す
と
、
一
三
四
八
年
が
、
ペ
ス
ト
禍
を

含
め
た
、
寒
冷
化
と
い
う
気
候
不
順
を
遠
因
・
近
因
と
す
る
災
害
複

合
と
、
気
候
変
動
に
連
動
し
て
進
む
大
圏
域
の
組
替
え
の
時
代
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
な
か
で
、
小
さ
き
人
々
は
、
終
り
の
見
え

な
い
災
害
の
連
鎖
、
経
済
や
政
治
の
動
揺
、
飢
え
や
親
・
子
供
の
死

と
い
う
絶
望
の
日
々
に
耐
え
、
逞
し
く
抗
い
な
が
ら
、
手
に
手
を
携

え
て
生
き
抜
い
て
い
く
。
極
小
の
生
活
史
と
極
大
の
構
造
変
動
を
因

果
の
環
で
繋
ぐ
こ
と
。
こ
れ
こ
そ
が
、
一
三
四
八
年
の
世
界
の
実
像

を
捉
え
う
る
、
確
か
な
視
座
な
の
で
あ
る
。

ち
ば
・
と
し
ゆ
き　

総
合
国
際
学
研
究
院
教
授　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
史

極
小
と
極
大

―
災
害
複
合
と
圏
域
再
編
を
生
き
る
歴
史
社
会

千
葉 

敏
之

文
献
案
内

千
葉
敏
之
編
『
１
３
４
８
年
―
―
気
候
不
順
と
生
存
危
機
』
山
川
出
版
社
、

二
〇
二
三
年

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｃ
・
ス
コ
ッ
ト
『
反
穀
物
の
人
類
史
―
―
国
家
誕
生
の
デ
ィ
ー

プ
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
立
木
勝
訳
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
九
年
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